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はじめに



＃4

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

これらの場所を見たことはありますか？



＃5

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

これらはすべてアニメ作品のロケ地です！

出所：「あの日見た花の名前を僕達はまだ知らない。」出所：「ラブライブ！」 出所：「君の名は。」



アニメ聖地巡礼とは ＃6

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

アニメ聖地巡礼とは、アニメ作品のロケ地等の場所を訪ねること。

Okamoto（2009）

出所：「あの日見た花の名前を僕達はまだ知らない。」出所：「ラブライブ！」 出所：「君の名は。」



巡礼動機は何？ ＃7

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

Ono, et al.（2020）

オタクは、巡礼者同士での交流や、現地人との交流を動機に、

アニメ聖地巡礼を行う。

オタクは、

「人との繋がり」を動機に、

アニメ聖地巡礼を行うと

主張されている。

出所：倉吉市



オタクとは ＃8

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

アニメに没頭するアニメ視聴者は、一般社会から軽蔑され、

「社会的疎外感」を抱いている。

浅羽（1990）

オタクとは、多くの時間を家で一人で過ごしており、

遠回しで堅苦しい言葉を使って会話をするような

コミュニケーション能力の低い人のことである。

Kinsella（1998）

オタクとは、サブカルチャーと呼ばれるジャンルに

マニアックに没頭する人を指す蔑称である。

浅羽（1990）



既存研究からの考察 ＃9

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

オタクは、一般社会から軽蔑されている。

既存研究②

オタクが「人との繋がり」を動機にアニメ聖地巡礼を行うという

現象の背景には、一般社会から軽蔑されることによる

社会的疎外感を解消したいという動機があるのではないか？

オタクは、「人とのつながり」を動機にアニメ聖地巡礼を行う。

既存研究①



真のオタクの存在 ＃10

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

他の巡礼者や現地人と交流できず、

「人との繋がり」を持つことができない巡礼者もいる！

しかし

真のオタク

では、彼らのアニメ聖地巡礼動機は一体何なのだろうか？



本論における定義 ＃11

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

ファン

オタク

本論では、

人との繋がりを動機としてアニメ聖地巡礼を行う巡礼者を

他の巡礼者や現地人と交流できず、
人との繋がりを持つことができない巡礼者
（前ページにおける「真のオタク」）を

と定義する。



＃12本論の目的

「社会的疎外感」を基準として、巡礼者を分類する。

「人との繋がり」と「その他の要因」が

各分類の巡礼者のアニメ聖地巡礼意図に与える影響力を示唆する。

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに



既存研究



＃14一般社会から疎外されるオタク

岡田（2008）

オタクは、社会的疎外感を抱いている。

高田・他（2020）

オタクは、アニメに没頭し、その結果、一般社会とのコミュニケーションを

苦手とするため、一般社会からネガティブなイメージを持たれている。

ファン オタク

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに



＃15

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

人とのつながりを求めるオタク

オタク(本論の定義に基づけばファン)は、ファン同士での交流や、

現地人との交流を動機に、アニメ聖地巡礼を行う。

ファン

Ono, et al.（2020）

現地人ファン



＃16社会的疎外感による影響

Maner, et al.（2007）

人は、潜在的に所属欲求を持っているため、社会的疎外を経験すると、

新たなコミュニティと繋がることで、所属欲求を満たそうとする。

ファン

アニメファンや現地人との
新たな繋がり

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに



＃17社会的疎外感による影響

Williams（2009）

社会的疎外を経験した後に新たなコミュニティと関係を築けない場合、

ペットやテレビキャラクターなど、人間以外の存在との繋がりを通じて、

社会的疎外感を解消する。

出所：「あの日見た花の名前を僕達はまだ知らない。」

オタク

アニメファンや現地人との
新たなつながり

ファン

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

アニメファンや現地人との
新たな繋がり

アニメキャラクターとの
繋がり



＃18

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

アニメ聖地巡礼研究における問題点

#16-17:人との繋がりを求めるファンの行動原理である社会的疎外感の
解消への言及、及び、同じ行動原理に基づいてキャラクター
との繋がりを求めるオタクの存在への言及ができていない。

#14-15:コミュニケーション能力が低いネガティブなオタク像と、
人との関わりを求める社交的なオタク像の両方に言及している
ことから分かるように、オタク像が一意に定まっていない。



仮説



＃20本論での巡礼者の3分類

アニメコミュニティ*
からの社会的疎外感

一般視聴者

有り

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

オタク

巡礼者は、2種類の社会的疎外感の有無に基づいて、3種類に分類できる。

ファン

無し

有り

一般社会からの
社会的疎外感 無し

＊アニメコミュニティ：傾注するアニメを好む人々が形成するコミュニティ



＃21

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

アニメへの
関与度

一般社会からの
社会的疎外感

相対的に低い

一般視聴者 ファン オタク

本論での巡礼者の特徴

相対的に高い

なし

アニメ以外への関与度が相対的に高いため、
アニメに関与していない一般人とも
そつなく交流できる。

＊アニメ以外への関与度：他者とのコミュニケーションを含む日常生活に必要な物事への関与度

アニメ以外への
関与度*



＃22

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

アニメへの
関与度

相対的に高い

一般社会からの
社会的疎外感

アニメコミュニティ
からの社会的疎外感

一般視聴者 ファン オタク

本論での巡礼者の特徴

相対的に低い

あり

なし

アニメという話題が
通じる他者（アニメ
コミュニティや
現地人）とは上手く
交流できる。

アニメ以外への
関与度が相対的に
低いため、
アニメに関与して
いない一般人と
上手く交流できない。

＊アニメ以外への関与度：他者とのコミュニケーションを含む日常生活に必要な物事への関与度

アニメ以外への
関与度*



＃23

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

アニメへの
関与度

非常に高い

一般社会からの
社会的疎外感

アニメコミュニティ
からの社会的疎外感

一般視聴者 ファン オタク

本論での巡礼者の特徴

非常に低い

あり

あり

アニメ以外への関与度が非常に低いため、
アニメに関与していない一般人と上手く
交流できない。

＊アニメ以外への関与度：他者とのコミュニケーションを含む日常生活に必要な物事への関与度

アニメ以外への
関与度*

アニメ以外への関与度が非常に低いため、
アニメコミュニティや現地人とも上手く

交流できない。



＃24本論での巡礼者の3分類

アニメコミュニティ*
からの社会的疎外感

一般視聴者

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

オタク

巡礼者は、2種類の社会的疎外感の有無に基づいて、3種類に分類できる。

仮説2
キャラクターとの繋がり

ファン

仮説1
人との繋がり

一般社会からの
社会的疎外感

有り

無し

有り

無し

＊アニメコミュニティ：傾注するアニメを好む人々が形成するコミュニティ



仮説1
仮説1

人との繋がりに関して
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はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

聖地巡礼意図

一般社会からの
社会的疎外感

アニメコミュニティ
からの社会的疎外感

人との繋がり

オタクファン

なし

一般視聴者

なし

求めていない

低い

その聖地に人との繋がりが期待される場合

人との繋がりへの期待と
聖地巡礼意図の関連性



＃27

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

聖地巡礼意図

一般社会からの
社会的疎外感

アニメコミュニティ
からの社会的疎外感

人との繋がり

オタク

あり

ファン

なし

求めている

高い

一般視聴者

その聖地に人との繋がりが期待される場合

人との繋がりへの期待と
聖地巡礼意図の関連性



＃28

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

聖地巡礼意図

一般社会からの
社会的疎外感

アニメコミュニティ
からの社会的疎外感

人との繋がり

あり

オタク

あり

求めているが
繋がれない

低い

ファン一般視聴者

その聖地に人との繋がりが期待される場合

人との繋がりへの期待と
聖地巡礼意図の関連性



＃29

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

聖地巡礼意図

一般社会からの
社会的疎外感

ありなしなし

一般視聴者 ファン オタク

人との繋がりへの期待と
聖地巡礼意図の関連性

同好コミュニティと
現地人からの
社会的疎外感

ありなしなし

人とのつながり
求めているが
つながれない

求めている求めていない

低い高い低い

その聖地に人とのつながりが期待される場合

ファンは、聖地における人との繋がりへの

期待度が高い（低い）ほど、聖地巡礼意図が高い（低い）。

他方、一般視聴者およびオタクは、その傾向が低い。

仮説１



仮説1
仮説2

キャラクターとの繋がりに関して
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はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

聖地巡礼意図

一般社会からの
社会的疎外感

キャラクターとの繋がりへの期待と
聖地巡礼意図の関連性

アニメコミュニティ
からの社会的疎外感

キャラクターとの
繋がり

オタクファン

なし

一般視聴者

なし

求めていない

低い

その聖地にキャラクターとの繋がりが期待される場合



＃32

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

聖地巡礼意図

一般社会からの
社会的疎外感

キャラクターとの繋がりへの期待と
聖地巡礼意図の関連性

アニメコミュニティ
からの社会的疎外感

キャラクターとの
繋がり

オタク

あり

ファン

なし

求めていない

低い

一般視聴者

その聖地にキャラクターとの繋がりが期待される場合



＃33

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

聖地巡礼意図

一般社会からの
社会的疎外感

キャラクターとの繋がりへの期待と
聖地巡礼意図の関連性

アニメコミュニティ
からの社会的疎外感

キャラクターとの
繋がり

あり

オタク

あり

求めている

高い

ファン一般視聴者

その聖地にキャラクターとの繋がりが期待される場合
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はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

聖地巡礼意図

一般社会からの
社会的疎外感

ありありなし

一般視聴者 ファン オタク

同好コミュニティと
現地人からの
社会的疎外感

ありなしなし

キャラクターとの
つながり

求めている求めていない求めていない

高い低い低い

その聖地にキャラクターとのつながりが期待される場合

オタクは、聖地におけるキャラクターとの繋がりへの

期待度が高い（低い）ほど、聖地巡礼意図が高い（低い）。

他方、一般視聴者およびファンは、その傾向が低い。

仮説２

キャラクターとの繋がりへの期待と
聖地巡礼意図の関連性



調査
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はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

調査の概要

目的：仮説１・仮説２のテスト

調査対象者：アニメ視聴者

（男性：43.3％、女性：55.3％、無回答：1.4％）

サンプルサイズ：287人（うち、有効回答数282名）

場所：東京都内においてオタク文化が盛んな2つのエリア（秋葉原・池袋）

手段：質問紙調査（街頭調査）

分析手法：重回帰分析

説明変数：人との繋がりへの期待度、

キャラクターとの繋がりへの期待度

被説明変数：アニメ聖地巡礼意図

調査方法

疎外感を基準に、
一般視聴者、ファン、オタクの

3者に分類した（＃55参照）後に
分析を行った。



＃37

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

調査の概要

パス図

一般視聴者

ファン

オタク

聖地巡礼意図

聖地巡礼意図

聖地巡礼意図

0.025(N.S.)

0.395***

0.219**

0.399***

0.001(N.S.)

0.481***

人との繋がりへの期待度

キャラクターとの
繋がりへの期待度

人との繋がりへの期待度

キャラクターとの
繋がりへの期待度

人との繋がりへの期待度

キャラクターとの
繋がりへの期待度

ただし、 **は5％ 、***は1％水準で有意。



ファンは、アニメ聖地における「人との繋がり」への期待度が

高い（低い）ほど、アニメ聖地巡礼意図が高い（低い）。

他方、一般視聴者およびオタクは、その傾向が低い。

＃38

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

「人との繋がり」を説明変数とする分析

仮説1

標準偏回帰係数 t 値

一般視聴者 0.025 0.22

ファン 0.219** 2.05

オタク 0.001 0.01

一般視聴者と
オタクは

非有意であり、
ファンのみが
有意であった。

支持

ただし、**は5％水準で有意。

調査の結果

X₁：アニメ聖地における「人との繋がり」への期待度
Y ：アニメ聖地巡礼意図



オタクは、聖地における「キャラクターとの繋がり」への

期待度が高い（低い）ほど、聖地巡礼意図が高い（低い）。

他方、一般視聴者およびファンは、その傾向が低い。

＃39

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

3者とも有意であった。

中でも、オタクのt値が
最も大きかった。

仮説2

標準偏回帰係数 t 値

一般視聴者 0.395*** 3.39

ファン 0.399*** 3.73

オタク 0.481*** 4.80

「キャラクターとの繋がり」を説明変数とした分析

支持

調査の結果

ただし、***は1％水準で有意。

X₂：アニメ聖地における「キャラクターとの繋がり」への期待度
Y ：アニメ聖地巡礼意図



おわりに



はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

＃41学術的貢献・実務的含意

既存研究は、アニメ聖地において、巡礼者同士、または、巡礼者と現地人が

交流する楽しさが、聖地巡礼を促進すると主張してきた。

この主張は、本論における「ファン」にのみ当てはまることが示唆された。

出所：倉吉市



はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

＃42学術的貢献・実務的含意

本論の分析が示唆することによると、一般視聴者、ファン、オタクという

すべての巡礼者が求めているものは、キャラクターとの繋がりである。

したがって、アニメ聖地は、巡礼者に対して、

キャラクターと出会えたかのような感動を届けることこそが重要なのである。

出所：Hatena Blog



＃43学術的貢献・実務的含意

そこで

キャラクターと繋がる体験を提供するべき！

【施策案】

・アニメ聖地となった場所の景色を

保全する。

・現実の景色を背景にして、

アニメ聖地に関連するキャラクターを

AR撮影できるアプリを配信する。

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

出所：ARをプロモーションに活用しませんか？



＃44

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

限界と課題

①人との繋がり以外の様々な要因を

モデルに組み込まなかった点。

②社会的疎外から聖地巡礼意図への影響を直接的に測定していない点。

③キャラクターとの繋がりにおける一般視聴者、ファン、オタクの

標準偏回帰係数を比較できていない点。

本論の限界

①具体的にどのような繋がり方が、

社会的疎外感の解消に役立つのか。

②実際に聖地巡礼によって社会的疎外感が解消されるのか。

今後の研究課題



＃45

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに
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はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

質問項目 α係数

一般社会において、交友関係に欠けている。

0.90
一般社会において、省かれている。

一般社会において、孤立している。

一般社会において、独りぼっちだ。

アニメファンや現地人のコミュニティにおいて、交友関係に欠けている。

0.91
アニメファンや現地人のコミュニティにおいて、省かれている。

アニメファンや現地人のコミュニティにおいて、孤立している。

アニメファンや現地人のコミュニティにおいて、独りぼっちだ。

質問項目

聖地巡礼者を３分類するための質問群

（7点リカード尺度）
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はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

※「その作品が好きな他の人」とは、アニメファンや聖地の現地人のことを指す。

質問項目 α係数

私が好きなアニメの聖地に行けば、

その作品が好きな他の人に、直接会えると思う。

0.87

私が好きなアニメの聖地に行けば、

その作品が好きな他の人と、交流することができると思う。

私が好きなアニメの聖地に行けば、

その作品が好きな他の人がそこにいるように思う。

私が好きなアニメの聖地に行けば、

その作品が好きな他の人と気持ちを通じ合わせることができると思う。

私が好きなアニメの聖地に行けば、

その作品が好きな他の人との時間を楽しむことができると思う。

質問項目

仮説1の質問群

（7点リカード尺度）
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はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

質問項目

質問項目 α係数

私が好きなアニメの聖地に行けば、
登場するお気に入りのキャラクターに、直接会えると思う。

0.90

私が好きなアニメの聖地に行けば、

登場するお気に入りのキャラクターと、交流することができると思う。

私が好きなアニメの聖地に行けば、

登場するお気に入りのキャラクターがそこにいるように思う。

私が好きなアニメの聖地に行けば、

登場するお気に入りのキャラクターと気持ちを通じ合わせることが

できると思う。

私が好きなアニメの聖地に行けば、

登場するお気に入りのキャラクターとの時間を楽しむことができると思う。

仮説2の質問群

（7点リカード尺度）
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はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに

質問項目 α係数

私は、これから1年以内に好きなアニメ作品の聖地を訪れそうだ。

0.90私は、これから1年以内にアニメ聖地を訪れるつもりだ。

私は、いつかアニメ聖地を訪れたい。

質問項目

アニメ聖地巡礼意図の質問群

（7点リカード尺度）
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宗教的聖地巡礼研究

Thomas, et al.（2018）

宗教的聖地巡礼において、巡礼者は、同じ聖地を巡礼している

他の巡礼者との繋がりや、神との交信を期待して、聖地巡礼を行う。

他の巡礼者との繋がり
神との交信
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聖地巡礼意図

一般社会からの
社会的疎外感

アニメコミュニティ
からの社会的疎外感

人との繋がり

あり

オタク

あり

求めているが
繋がれない

低い

あり

ファン

なし

求めている

低い

なし

一般視聴者

なし

求めていない

低い

人との繋がりへの期待と
聖地巡礼意図の関連性

その聖地に人との繋がりが期待されない場合
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聖地巡礼意図

一般社会からの
社会的疎外感

キャラクターとの繋がりへの期待と
聖地巡礼意図の関連性

アニメコミュニティ
からの社会的疎外感

キャラクターとの
繋がり

あり

オタク

あり

求めている

低い

あり

ファン

なし

求めていない

低い

なし

一般視聴者

なし

求めていない

低い

その聖地にキャラクターとの繋がりが期待されない場合



分類について

●分類の方法

①一般社会からの疎外感が低水準であった94名を「一般視聴者」に分類。
②一般社会からの疎外感が高水準であった188名のうち、
アニメコミュニティからの疎外感が低水準であった94名を「ファン」、
高水準であった94名を「オタク」に分類。
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分類 平均の差

オタクー
ファン

0.56 ***

ファンー
一般視聴者

1.77 ***

一般視聴者ー
オタク

2.33 ***

分類 平均の差

オタクー
ファン

2.34 ***

ファンー
一般視聴者

0.06

一般視聴者ー
オタク

2.28 ***

ファンコミュニティからの疎外一般社会からの疎外

●多重比較検定の結果

ただし、***は1％水準で有意。

はじめに 既存研究 仮説 調査 おわりに


